














  三 和 真 人(石川県)
  博 士(障害科学)




  (博士課程) 障害科学専攻









                研究目的
 中枢神経系疾患においては脊髄反射回路に障害を引き起こすケースがあり, 脊髄反射回路に含
 まれている相反性神経結合の異常が障害要因となっている場合が多いことが知 られている。 特に,
 脳卒中片麻痺の運動麻痺の回復を阻害 している麻痺筋の痙縮などを説明する要因と して, 相反性
 の反射障害が考えられている。 しかし, その病態解明にまで至っていない。 麻痺筋の異常な筋緊
 張に対して痙縮抑制を目的とした治療的電気刺激 (TES) などの新しい治療が試みられ, 臨床的
 に TES の効果は認められているが, TES の適応となる片麻痺患者の判別や効果予測の判定に関
 する研究 は少ない。
 本研究は, 条件刺激を加えたH反射測定法を利用 して, 片麻痺患者における足関節背屈筋か
 ら拮抗筋への求心性 Ia 神経線維と抑制性介在ニューロ ンからなる2 シナ プス性脊髄反射回路の
 抑制の有無から, 痙縮抑制を目的とした ES 効果について検討 し, ES 適応となる脳卒中片麻痺
 患者の判別やそ の効果予測への応用を目的とす る。
                研究方法
 平均年齢 54.9 歳, 罹患期間 71.5 ケ月の痙性片麻痺患者 11 名に ES を施行 し, その前後の相反
 性抑制の変化と持続効果 (Carry over) について測定した。 相反性抑制の測定には, Lloyd
 (1943) らが考案した相反性神経結合の導出方法を応用 し, ES 前の条件刺激を加えないH波
 (Control H) に対する条件刺激を加えたH波 (Conditioned H) の振幅比率を求め, これを相
 反性抑制の指標とした。 尚, 条件一試験刺激間隔 0, 1, 2, 3ms に設定し, 刺激頻度 0.2Hz の各
 時間間隔で 10 回試行とした。
                研究結果
 ES 前に相反性抑制が消失・減少していた5名のうち4名は, ES 後に相反性抑制の効果がみら
 れた。 一方, ES 開始前より相反性抑制がみられた6名のうち4名は, ES 後にも抑制が維持され
 ていた。 加えて, ES 後の抑制がみられた8名のうち5名は, 条件一試験刺激間隔 Oms でも抑制
 されており, 相反性抑制以外の別の脊髄反射回路による抑制が考えられた。 また, 発症からの罹
 患期間が比較的浅い3名については 15 分後も抑制が維持されており, 持続効果が得られること
 も明らかとなった。
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                 結論
 相反性神経結合の導出方法に基づいて条件刺激を加えた H 波測定は, ES の求心性の効果を客
 観的に測定する方法と して臨床的に有用であり, 併せて脊髄神経回路の調節機構と しての相反性
 神経結合の回復過程を経時的に把握するためにも重要であると考え られる。
               研究の意義・独創的な点
 ES の求心性効果を電気生理学的視点から測定し, TES の適応となる脳卒中片麻痺患者の判別
 や治療効果の予測の判定が可能となり, 今後 TES の臨床応用に活用できるものと考え られる。
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 審査結果の要旨
 中枢神経系疾患においては, 相反性抑制な ど脊髄反射回路に障害を発生する場合が知られてい
 る。 特に脳卒中片麻痺の運動麻痺の回復を阻害 している麻痺筋の痙縮増強な どを説明する要因と
 して, 相反性反鮒異常が考えられている。 この運動麻痺に対する治療として, 筋持続伸張法や装
 具療法な どが施行され, 近年痙縮抑制を目的と した電気刺激療法も注目されているが, いずれも
 解明までに至っていない。 一方, 治療効果の判定として, 加速度計などを用いた工学的な動作解
 析法や, 腱反射亢進や足クローヌスの有無な ど臨床的所見から検討されているが, いずれもの方
 法も中枢神経系への定量的測定とは言い難い。 また, 旧来より客観的且つ定量的な測定方法とし
 てH波が活用されている。 これは, Ia 神経線維終末からα運動神経細胞への興奮性入出力を反
 映したものであ り, 脊髄反射回路のメ カニズムの評価方法になりえていな い。
 本研究は, 電気刺激 (Electrical Stimulation;ES) によって脳卒中片麻痺の痙縮抑制に対す
 る ES 効果を脊髄反射回路の相反性抑制を通 して定量的に測定するものである。 新しく条件刺激
 を加える H反射測定法の試みにより, 脊髄反射回路の抑制変化を電気生理学的に解析 したもの
 である。 脳卒中片麻痺患者!!名のヒラメ筋を対象に, 条件と試験刺激の時間間隔
 (Conditioning-Test Interval;CTI) 0, 1, 2, 3ms のH波振幅比を前脛骨筋に対する ES の前
 後で測定 し, 併せて ES の持続効果も検討している。
 脊髄内の介在ニューロン発火時間やインパルス経由回路から CTI 2ms のH 波振幅比率を指標
 に した結果よ り, ES 後に脊髄反射回路の抑制がみられた8名 と逆に消失・減弱する3名の2 グ
 ループに分類している。 また, ES 後に抑制がみられた症例3名は15分後も効果が維持していた。
 相反性抑制が ES によって回復・維持した主な理由は, パルス周波数 20Hz の断続的筋収縮によ
 る筋線維が微小に伸張され, Ia 神経線維のイ ンパルス発射が高頻度となる。 更に Ia 介在ニュー
 ロンの活動性が高ま り, 抑制性後 シナプス電位が発生することが原因と推察 している。
 以上の結果より本研究は, 痙縮軽減を目的とした治療的電気刺激の対象となる脳卒中片麻痺患
 者の判別や治療効果予測の判定と して, 条件刺激を加えたH 反射測定法が臨床的に有用 であ り,
 運動機能の回復過程を神経生理学的に捉える上でも必要且つ重要なことを明らかに した点で評価
 ができる。 よって, 博士 (障害科学) の学位に値するものと判断される。
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